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第1章緒
 徽毒は結核と共に人類の最大脅威であり，國
                   し
民の蒙る被害は頗る大なるものがある，特に敗

職後の思想的混迷と経濟的窮乏とは巷に犯罪を

激増せしめ，叉刹那的快樂を追うものようやく’

多く，性病の蔓延を招來すること必至であり誠

に憂慮に耐えぬものがある．

 徽毒は犯罪と密接な關係を有し，犯罪問題に

重要な位置を占めるものとされて居り，受刑者

に於ける徽毒血清反慮成績に就て，杉下11）はK

刑務所新入男子受刑者632名に：就き2L36％の賜

性載得，輯1）は前柵瀕牧容蜥旺都27
名中21・85％が血清學上確實徽毒なりと報告し，

山村17）は宮城刑務所受刑者156名に就き30％の

陽性率を得，村上14）は金澤刑務所受刑者421名

に就き25．9％±2．1の陽性率を得，橋詰2）が千

言

葉刑務所及び同所千潟作業所牧容の受刑者910

名に就き23．5％の陽性率を得たと報告して居

る．以上の報告は全て職前に於てなされたもの

であり，職後なされた此の種報告は寡聞にして

未だ知らなv・．

 そこで吾等は受刑者の徽毒蔓延歌況の現況を

知り，併せて徽毒と犯罪との關係を調査せんと

して，金澤刑務所牧容男子受刑者948名に就て，

ワッセルマン反慮（W．R．と略稽），カーーン反憲

（K．R．と略稻）．及び村田氏反慮（M・R・と略樗）

の3反鷹により徽毒血清反鷹を施行し陽i生i率

23．7％±1．3なる成績を得たので之等3反慮槍

査成績より観た金澤刑務所受荊者に於ける徽毒

蔓延歌況に就て報告する次第である．

検査材料＝

      第2章 検査材料及び検査術式

金澤刑務所牧容男子受刑者948名に就   き，昭和23年8月3日から同年10月26日に亘り，伺刑
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務所墨描課に於て探呈したものであり，血清検査は金

澤醤科大學附薦醤院検査部に於て施行した．

 翔鳥術式＝W・R・施行術行は谷敢授の著書14）に

從つた．

 K．R．施行術式は原著者3）の標準法に回り，抗原

は原著者の製法に從って作製したもので・、抗原慣は

1．3であった．

 M．R・施行術式は原著者5）の方法に從って行い，

抗原は盤野義製藥會砒襲螢の村田氏反回用徽毒診断液

を使用した．

第3章検

 1．各反慮の槍査成績

 各血清反鷹の槍査成績は第1表に示す如くで

あり，確實陽性（＋）以上のものをみると，K．R．

の241例（25．4％±1．3）最：も多く，次でM・R・の

237例（25．0％±1．3）で，W・R・は更に少く224

例（23．6％土1．3）であった．痕跡陽性（±）に於

ては，：K：．R．の12例（1．3％士0．3）． W． R・の10

査 成 績

例（1．0％±1．0）M．R．の6例（0・6％士0・2）の順

に少なかった．更に（十）及び（±）を合したもの

に於てはK．R．253例（26．7％±1．4）M． R．243

例（25．6％±1．3），W．R．23例（24．6％士1．3）

の順位であb，陽性出現牽はK．R．梢ミ優る

が，3反鷹相互間に大差を認める事は出來なV・．

各反憲の陰性成績は從って陽性率と相反する故

第1表  各反鷹の楡査成績

W． R．

K． R．

M． R．

（＋）

  224
（23．60／o±1．3）

  241
（25・4％＝ヒ1・3）

  237
（25．00／o±1．3）

（±）

  10
（1．0％±1．0）

一『一一奄Q

 （1．30／o±o．3）

   6
（o．60／o ±o．2）

（＋）＋（土）

  234
（24．60／o±1．3）

  253
（26．70／o±1．4）

  243
（25．60／o±1．3）

（一）

  714
（75．30／o±1．3）

  695
（73 ．30／o ±1 ．4）

  705
（74．30／o±1．3）

計

948

948

948

省略する．

 2一。陽性及び陰性率

 吾等は3反慮の槍査成績共に（±）叉は（＋）以

上を呈したものを以て陽性と判定し・．．3反二二

二二成績（一）なるものを陰性Eした．2反慮一

致或は1反憲のみを以て（±）叉は（十）以上を呈

した場合は之を「疑」として取扱う事とした．以

下之に準ずる．

．：第2表に示す如く，陽性者数225例（23．7％士

1．3）陰性者数692例（73．0％±1・1），及び「疑」31

例（3．3丁目0．5）の成績を得た．而して3反鷹の

二一致せるもの合計917例で實va 96．ク％士0．5の

第2表  陽性及び陰性率

反
ゆ

成 績

致

陽 性

225（23．70／o±1．3）

陰 性

692（73．090±1・1）

917（96．7％＝ヒ0・5）

不 一 致

疑

31（3．30／．±O．5）

一致率であった．

 3．年齢と槍査成績

 槍査成績を被槍者の年齢別によって観察する

と第3表の如くである．

 陽性百分率は36－40歳のもの87名申，陽性25

例であって28．7％の最高であり，次で26－30歳

の26．3％，21 一一 25：歳の24．3％，31－35歳の22．4

％，20歳以下の21．8％の順序であb，其の他の
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す福
 （歳）

20以下

21一一25

26－30

31－35

36－40

41 一一45

46 一一 50

51 一一 55

56一一60

61以上

第3表 年齢と槍査成績

計

検査
人員

 32

333

205

125

 87

 64

 48

 18

 19

 17

948

陽性

7

81

54

28

25

12

9

3

3

3

225

疑

0

6

8

4

4

3

2

0

2

2

31

〆陰性

25

246

143

93

58

49

37

15

14

12

692

陽性率

21．8

24．3

｝ 26．3

22．4

28．7

18．7

18．7

16．7

15．8

17．6

23．7士1．3

階級にあっては略it同率で之に辛く．

 4．性病既往歴と槍査成績

 性病既往歴と槍査成績との關係を観察するに

當り，先づ被槍者を大別して性病の既往歴のあ

るもの及び無きものの2群とし且つ病名別に細

別した．

 第4表に示す如く，「軟性下疽」の陽性率は

82．5％で最高率を占め，「徽毒」の55，0％之に次

ぎ，更に「淋疾」（45．2％）「淋疾雲脚軟性下痔」

（41．7％）の順位である．而して性病の既往歴あ

るものの群論禮の陽性傘は李均56．5％の高傘で

あb，無きものの群の陽性率は12．7％の低率で

あった．

第4・表  性病既往歴と槍査成績

性病既往歴及病名

1編
既往歴なきもの

倉 計

検査入江

124

40

63

12

239

709

948

徽毒血蒲
反回陽性

 一56
N

 22
 52
  5

 135

 90

225

徽毒血清

反回疑

14

6

1

3

24

7

31

徽毒血清
反慮陰性

54

12

ユ0

 4

80

612

692

陽性率（％）

45．2

55．0

82．5

41．7

56．5

12．7

23．7±1．3

 5．配偶關係と槍査成績

 配偶關係と槍査成績とり關係を調査して第5

                   ノ表に示した帥ち，離婚者に於ける陽性率33・3

％で第1位にあり，次で未婚者の27・7％，有卦

者の24．4％の順序に少く，鯨寡者の23・2％が：最

低位であった．

第5表 配偶上鮎と楡査成績

配偶
關 係

未 乱

離1 ･
鯨 馬

田 i妻

計

検査
人員

681

 15

 18

234

948

陽性

158

 5

 5

57

225

面一 陰性 陽性率（％）

一
21 502 27．7

1 9 33．3

2 11 23．2

 7 170 24．4

一
31 692 23．7±1．3

 罪名別によ砂徽毒蔓延の散況を観ると第6表

に示す如くである．1

 印ち，罪名別に於ては，「窃盗強盗」に属する

ものが笹原者総数の81％以上を占め，次で「詐

欺横領」が多く11％であ診，他は極めて僅少で

6．罪名と検査成績

第6表 罪名ξ二刀成績

罪  名

窃盗・強盗

詐欺。横領

強姦。狽褻

殺入・傷害

脅迫・恐喝

放   火

其 の 他

計

検査
入員

768

113

6

21

16

2

22

948

陽性

185

26

2

6

3

0

3

即

興

26

2

0

1

2

0

0

読

陰性

557

 85

4

14

11

2

19

厩

陽性率（％）

24．0

23．0

33．3

28．5

ユ8．7

 0
13．6

23．7士1．3
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あった．陽性率に於ては，「彊姦遍路」33．3％で

最高，次で「殺人傷害」の28．5％「窃盗張盗」の

24．0％「詐欺横領」の・23．0％「脅迫恐喝」の18．7％

「其の他」の13．6％の順序であった．放火は2名

共に陰性であった．

 7．入所度撒と槍査成績          ・

 入所度敷と遅日成績との筆墨を槻察するに當

り，先づ被槍者を大別して初入者と累犯者に大

別し，且つ入所度数別に細別した．

 第7表に示す如く，「初口」は496名であ9，

陽性率は25．4％であった．「累犯」は452名で，

其の陽性率は21．9％であった．累犯を更に，入

所度数別により観ると，陽性率は概ね，入所度

撒を加えるに從って増加を示し，「10回以上」の

第7表 入所度攣と検査成績
       s

ノ

入所度数
検査
?

陽性 疑 陰性

ﾖ
陽性率（％）

初 入 469 126 17 353 25．4

2－3 293 61 8 224 20．8

累4－5 74 16 2 56 20．6

6－7 55 14 3 38 25．4

，犯 8－9 23 6 0 17 26．0

10以上・ 7’ 2 1 4 28．6

計 452 99 14 339 21．9

一一合  計 948 225 31 692    ノQ3．7±1．3

28・6％が最：高率であり，「4－5回」の20．6％が

最低率であった。

 8．教育程度と槍査成績

 槍査成績を教育程度の面から窺うと第8表の

如くであb，’「無血學」の28．8％が最高率，次で

「高等小學卒」（24．9％）「高等ノ」・學中退」（24．2％〉

「中等學校中退」（24．0％）「尋常小學中退」（23．5

％）が相伯仲して之に績き，更に「中等照校卒」

（21．2％）「尋常小壁卒」（20．0％）「高等君門中退」

（20・0％）は低く，「高等專門卒」のll．1％が最低

率であった．例数が少数なため確實な事は言え

ぬが，教育程度の進むに：從v・陽性率が低下する

ものの如くである．

第8表 tt育程度と槍査成績

教育程度

無 修 學
尋常小誌中退

尋常小謡面
高尋小謡歯噛

高等小學卒
中等學校申病

中等學校卒
高等專門申退

高等網引卒

計

糠査
入員

66

68

24e

33

397

54

66

15

 9

彌

陽性

19

20

48

8

99

13

14

3

1

225

疑

3

1

3

2

12

3

4

2

1

吼

陰性

44

47

189

23

286

38

48

10

 7

692

陽性…率
 （o／o）

28．8

23．5

20．e

24．2

24．9

24．0

21．2

20．0

11．1

23．7：ヒユ●3

           、  』  第4章

 以上の成績を総括考案するに

 1．各反撃個々の（＋）以上の成績は，W． R．

23．6％土1．3K．R．25．4％±1．3 M． R．25．0％士

1．3であり，：K．R．の陽性出現率最も多く，W．

R．之に次ぎ，W．R．が最も低率であった． W．

R．：K．R． M．Rの3反悠を同時に施行し其の

成績を比較槍愛した報告に：未だ接しなV・ので各

反慮の陽性率を討比するに，W．R．とM．R．と

に就て，和田16）岡本8）岡谷9）栖田12）高田15）等；

何れもM・R・に比しW・R・の陽性出現率の稚

e劣る事を認めて居り，M．R．とK．；R．とに就

て，三宅7）緒方10）重松13）等何れも，KR．の方

総括蚊に考案

が鏡敏であると報告して居り，吾等の得た成績

は諸家の報告とよく一致して居る．

 2．吾等は3反慮の槍査成績共に（士）又は

（＋）以上を呈するものを陽性と判定し，被癖者

948名中225名，討ち23．7％±1．3なる陽性i率

を得た。緒言に述べた杉下11）の21．36％有馬1）

の21・85％，山村17）の30％，橋詰2）の23・5％と

略it近似の成績であり，特に同一刑務所に於

て，昭和12年村上が得た25．9％±2．1とは稼

低率ではあるが，有意の差はみられなかった．

 而して3反鷹の相一致したものの合計は917

例で實に96．7％±05の一致率であった．

［ 69 ］
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 3．更に槍査成績を年齢別によって観ると，

36－40歳の陽性率28．7％が最：高であり，概ね之
’を中心として左右に痢次減少して居る．然し41

歳以上の年齢暦に於ては20％以上の陽性率を示

す階級：は1個もなV・のに反し，35歳以下では何

れの階級に継ても20％以上を占めて居る黙は注

目すべぎものと考える．

 4．性病既往歴を訴えた者に於ける陽性傘が

56．5％の高牽を示したのは蓋し當然と云う可

く，性病既往歴なきものの群の陽性率は12．7％

の低率であった．

 一5．配偶關係から槍査成績を観ると，離婚者

の陽性率33．7％が最高で，次で未婚者の27．7％

が高く，有妻者，蘇寡の順に少なかった．村上

4）の報告では離婚者の32．4％が最多で，未婚者

は最低率となって居り，注目すべき事項と考え

る．

 6．罪名別と槍査成績との關係を観ると，張

姦狸褻罪の陽性率33．3％が最：高であb，次で殺

人傷害罪，窃盗弧盗罪，詐欺横領罪，脅迫恐喝

罪の順に少く，「其の他」の五3．6％，放火罪の

0％が最：低率であった．強姦狸褻罪が最高率で

あるのは，此の種犯罪者が性的不徳義漢である

：事よりみて，容易に首肯される．

 7．槍査成績を入所度数別によ砂観ると，累

犯者に於ては入所度激の大なるに從V・陽性率も

高くなり，「10回以上」の28．6％が最：高率であっ

た．一初犯者に継ては既に25．4％の高率であり，

累犯者総計の雫均陽性率2L9％よりも更に高率

であった．以上の成績は村上4）其の他の諸家の

報告と全く相異する庭であり，唯，橋詰の成績

に：於ては初犯者の方が高率を示して居るが，彼

は之を偶然の結果ならんと述べて居る．然し吾

等は偶然の結果とは考えない．

          さ 8．教育程度と槍印成績との關係を観ると，

概ね教育程度の進むに從V・陽性率は減するもの

の如くであり，無修學者の28．8％が最：高率で，

高等專門學校卒業者の11．1％が最：低率であっ

た．

 之を要するに，今回吾々の行った調査では，

，陽性率23．7％±1．3なる成績であり，從來の諸

報告と略ζ類似の成績であるが，更に之を槍幽

すると，受刑者の6096以上が30歳以下の年齢暦

で占められて居る黙，30歳以下の各階級の陽性

率が何れも高率である黙，未婚者の陽性率が

27．7％の高率に及ぶ黒蜜，更に初犯者の陽性率が

25．4％で累犯者のそれよりも高率である黙，而

して未婚者の最：多数は30歳以下であり，初犯者

の最多数も亦30歳以下の年齢暦である黒占，以上

の諸黙を絡合考察すると，短軸の諸家の報告と

大いに異り，世相に最も敏感な30歳以下の青年

暦の犯罪者数拉に陽1生率が著しく増加して居る

事が窺える．

 之は職後の受刑者遜譲血清反磨陽性率の著明

なる動向であると信ずるものであり，邦家の爲

誠に憂うべき傾向である．

第5章結

 金澤刑務所調理男子受刑者948名に就き，徽

毒血清反慮槍査を行い次の如き結論を得た．

 1．各反慮個々の槍査成績は確實陽性に就て，’

カーン反目（25．4％±1．3），村田氏反態（25．0％

±1．3），ワッセルマン友鷹（23．6％±1．3）の］lue位

である．

 2．受刑者の徽毒血清反慮陽性者は225名であ

り，陽性率は2317％士1．3である．

 3．年齢別に於ては，36－40歳の28．7％が最

論

高率を示し，概ね之を中心として左右に漸次減

少して居る．而して41歳以上の高年齢層よりも

35歳以下の若年齢将器の陽性率が高い．

 唱．性病既荏歴あるものの群の陽性率は56．5

％の高率で，性病既往歴なきものの群に於ては

12．7％の低率である。

 5．配偶子係に於ける陽性率は離婚者の33．7

％が最高率で，…爽で未婚者，有妻者，縁寡者の

順位である．

［ 7e i
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“6．罪名別に於ける陽性i率は張姦狸褻罪の33．

3％が最：高率である．

 7．累犯者に於ては入所度数多いもの程，陽

性率も一般に高V・・．然し初犯：者に於ては25．4％

の高率である．

 8．教育程度の進むに：從い陽性率は一一般に低

下するものの如くである．

 3．30歳以下の青年暦に於ける陽性出現＄が

増加の傾向にある．

 （欄筆するに當り終始御懇篤なる御指導と御壷闘を

賜わった恩師谷三鷹に深謝す．魏魏：究に際し野原所長

の御援助を蒙ること多大にして，且つ検査成績の公表

を快譜ぜられたことに封し深謝す．）
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薩翼
欝講

疾患に野し蒔異的に作用する

組威及成分

特   徴

適癒 症
包   可

罰嚢到

駕蕪3畿勲ン
 留翻勺に腎炎に罹患せしめた動物の腎幽に於て形成せられ腎臓疾慰こ封して治

 懸的作用を現す能動性物質のリンゲル溶液で、生物璽的梅査によって舘に一定

 の強度を薄するQ                  ’
 腎炎bネフロー一・ ti、腎性高血堅、勤脈硬化症に劃する特異的治懸作用

 灘扱慢陛腎炎、ネフローゼ、動巌硬化症、澤臨腹水、妊娠腎、
 置OCG 謹管 趣、筋、皮爵（5GG中「ネフロトキシン」2家鬼盟位含有）

2CG 10管（皮下泣）（lce申「ネフロトキシン」2家兎軍位含鳶）

中麟灘製藥聯i端野融
  東京都申央騒日本橋本町≡…丁目五
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